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平成18年12月26日公表

平成17年 海面漁業・養殖業生産額（大分県）
－ 総生産額は前年並み －

【調査結果の概要】

大分県における平成17年(1～12月)の海面漁業・養殖業の総生産額は361億5,000万円で、前年並み

となりました。

このうち、海面漁業は211億4,700万円で、前年に比べ2億5,700万円(1％)増加しました。

反面、海面養殖業は150億300万円で、前年に比べ3億9,800万円(3％)減少しました。

注：単位未満は四捨五入したため、計と内訳が一致しない場合があります。「△」は負数又は減少したものです。

【解 説】
1 海面漁業

生産額は211億4,700万円で、前年に比べ2億5,

700万円(1％)増加しました。

これは、釣は減少したものの、近海まぐろは

え縄、引き回し船びき網等の生産額が増加した

ことによります。

主な漁業種類別・魚種別の生産額は、次の

とおりです。

(1) 主な漁業種類別生産額

ア 近海まぐろはえ縄

生産額は41億3,500万円で、前年に比べ2億

8,500万円(7％)増加しました。

これは、めばちの漁獲量が減少したものの、

きはだ、びんながの漁獲量が増加したためで

す。

なお、漁業生産額に占める割合は20％で前

年に比べ２ポイント上昇しました。
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生産額：100万円

  比　率：　％

平.17 16 対前年差 対前年比 構成比(平.17)

 36 150  36 291 △   141   100   100
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海 面 養 殖 業  15 003  15 401 △   398   97   42

　　　　　　　　　　　　　　　　　　部　門　別　生　産　額

区　　　分

総 生 産 額

　　        単位｛

0

100

200

300

400

500

600

700

800

昭.61 平.13 14 15 16 17

（  億円 ）

海

面

漁

業

海

面

養

殖

業

　海面漁業・養殖業生産額の推移

169

571

※昭.61が過去最高の年でした。(総生産額)

251

150

211

176

276

153

209

154
165

215



- 2 -

イ 小型底びき網

生産額は38億300万円で、前年に比べ3億9,000万円(11％)増加しました。

これは、いか類、かれい類等で漁獲量の増加と価格の上昇によるものです。

なお、本年の漁業生産額に占める割合は18％で、前年に比べ2ポイント上昇しました。

ウ 釣

生産額は32億5,200万円で、前年に比べ3億9,800万円(11％)減少しました。

これは、その他の釣（たちうお、ぶり類）、ひき縄釣（たちうお）で漁獲量が大幅に減少した

ことにより、それぞれ3億2,700万円、6,300万円減少したためです。

なお、漁業生産額に占める割合は15％で、前年に比べ2ポイント低下しました。

エ まき網

生産額は29億3,800万円で、前年並みと

なりました。

これは、あじ類の漁獲量が大幅に減少

したものの、前年不漁であった、さば類

の漁獲量が大幅に増加したためです。

なお、漁業生産額に占める割合は14％

で、前年と同様でした。

オ その他の刺網

生産額は20億9,300万円で、前年に比べ

1,100万円(1％)減少しました。

これは、かれい類、いか類等の漁獲量

が増加したものの、がざみ類、あじ類等

の漁獲量が減少したためです。

なお、漁業生産額に占める割合は10％で、前年と同様でした。

カ ひき回し船びき網

生産額は17億8,700万円で、前年に比べ2億8,700万円(19％)増加しました。

これは、いわし類のうちかたくちいわしの価格が前年を大きく下回ったことから減少したもの

の、しらすの漁獲量が前年を大幅に増加したことにより2億9,100万円増加したためです。

なお、漁業生産額に占める割合は8％で、前年に比べ１ポイント上昇しました。

(2) 主な魚種別生産額

ア まぐろ類

生産額は40億7,800万円で、前年に比べ2億3,500万円(6％)増加しました。

これは、価格は前年を下回ったものの、きはだ、びんながの漁獲量が大幅に増加したためです。

なお、漁業生産額に占める割合は19％で、前年に比べ1ポイント上昇しました。

イ あじ類

生産額は21億7,900万円で、前年に比べ5億4,200万円(20％)減少しました。

これは、価格は前年を上回ったものの、漁獲量が大幅に減少したためです。

なお、漁業生産額に占める割合は10％で、前年に比べ3ポイント低下しました。
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ウ いわし類

生産額は20億1,400万円で、前年に比べ

3億4,300万円(21％)増加しました。

これは、しらすで漁獲量、価格とも前年

を上回ったためです。

なお、漁業生産額に占める割合は10％で、

前年に比べ2ポイント上昇しました。

エ えび類

生産額は16億8,900万円で、前年に比べ

2,100万円(1％)減少しました。

これは、漁獲量はやや増加したものの、

価格が前年をやや下回ったためです。

なお、漁業生産額に占める割合は8％で、

前年と同様でした。

オ たちうお

生産額は15億100万円で、前年に比べ1億1,

800万円(7％)減少しました。

これは、価格は前年を上回ったものの、漁獲量が大幅に減少したためです。

なお、漁業生産額に占める割合は7％で、前年に比べ1ポイント低下しました。

カ さば類

生産額は12億5,300万円で、前年に比べ8,000万円(7％)増加しました。

これは、まき網で小型魚ながらも漁獲量が増加したためです。

なお、漁業生産額に占める割合は6％で、前年と同様でした。

キ かれい類

生産額は9億200万円で、前年に比べ2億5,400万円(39％)増加しました。

これは、漁獲量はやや増加し、価格が前年を大きく上回ったたためです。

なお、漁業生産額に占める割合は4％で、前年に比べ1ポイント上昇しました。

2 海面養殖業

生産額は150億300万円で、前年に比べ3億9,800万円(3％)減少しました。

これは、ひらめ養殖は増加したものの、まだい養殖、ぶり類養殖等の魚類養殖で減少したためで

す。

主な養殖種類別生産額は次のとおりです。

ア ぶり類養殖

生産額は91億7,100万円で、前年に比べ1億6,800万円(2％)減少しました。

これは、収獲量は上回ったものの、価格が前年を下回ったためです。

なお、養殖業生産額に占める割合は61％で、前年と同様でした。

イ ひらめ養殖

生産額は21億2,500万円で、前年に比べ4億1,900円万円(25％)増加しました。

これは、収獲量は前年をやや下回ったものの、価格が前年を大幅に上回ったためです。

なお、養殖業生産額に占める割合は14％で、前年に比べ3ポイント上昇しました。

ウ その他の魚類養殖

生産額は12億4,000千万円で、前年に比べ2億7,700万円(18％)減少しました。

これは、価格は前年並みであったものの、収獲量が大幅に減少したためです。

なお、養殖業生産額に占める割合は8％で、前年に比べ2ポイント低下しました。

　主な魚種別生産額の構成比
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エ まだい養殖

生産額は9億6,900万円で、前年に比べ

2億8,900万円(23％)減少しました。

これは、価格は前年を上回ったものの、収

獲量が大幅に減少したためです。

なお、養殖業生産額に占める割合は6％で、

前年に比べ2ポイント低下しました。

オ くるまえび養殖

生産額は5億90 0万円で、前年に比べ

1,300万円(3％)増加しました。

これは、収獲量は減少したものの、価格が

前年より大きく上回ったためです。

なお、養殖業生産額に占める割合は3％で、

前年と同様でした。

カ 真珠養殖

生産額は2億7,600万円で、前年に比べ2,800万円(9％)減少しました。

これは、収獲量が減少したことと、価格が前年より下回ったためです。

なお、養殖業生産額に占める割合は2％で、前年と同様でした。

【調査の仕様】

1 統計の目的

漁業生産活動による生産物を金額で評価することにより、金額ベースでの漁業の生産状況を

明らかにし、水産行政に必要な資料を提供することを目的としています。

2 推計期間

本統計の推計期間は、平成17年1月から12月までの1年間です。

3 海面漁業・養殖業生産額の推計方法

海面漁業生産統計調査から得られる魚種別生産量に産地水産物流通調査結果等から得られる魚種

別価格を乗じて推計しました。

○ 本統計結果の詳細については、追って刊行する「第53次大分農林水産統計年報」「平成17年大分

県漁業の動き」に掲載します。

○ この資料は九州農政局大分農政事務所ホームページでご覧になれます。

【http://www.oita.info.maff.go.jp/】

◎本統計調査結果について

   連絡先：九州農政局  大分農政事務所  統計部

         経営・構造統計課　構造統計第2係

         TEL 097-532-6159  FAX 097-538-1820

 ◎農林水産統計全般について

   連絡先：九州農政局  大分農政事務所  統計部

　　　　統計企画課  企画係

　　　　 TEL 097-532-6177  FAX 097-538-1820

問い合わせ先 
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